
（注）備考欄には、主たる支出の内訳を記載する。  

令和６年度政務活動費収支報告書  

 

会派名  市民ネット   

 

１  収   入   政務活動費   １２０，０００円  

 

２  支   出  

（単位 :円）  

科    目  金     額  備       考  

調 査 研 究 費    20,041 

視察調査（ R7.1.30～ 31岸和田市、

和歌山市）  

交通費 9,591円、宿泊費 10,450円  

研 修 費   

広 報 費   

広 聴 費   

資 料 作 成 費   

資 料 購 入 費   

合 計 20,041  

  

３  残   額    ９９，９５９円   



（単位：円）

月日 内訳 金額
公明党

（2人）

市民クラブ

（2人）

市民ネット

（1人）

無会派

（1人）

1月30日 レンタカー 27,200 9,067 9,067 4,533 4,533

1月31日 駐車料金 1,000 333 333 167 167

1月31日 燃料費① 2,000 667 667 333 333

1月31日 燃料費② 7,445 2,482 2,482 1,241 1,241

30日～31日 高速料金 19,900 6,633 6,633 3,317 3,317

57,545 19,182 19,182 9,591 9,591

R7.1.30～31会派視察　費用按分表

合計









 

会 派 視 察 研 修 報 告 書 

（ 会派 市民ネット ） 

 報告者 黒田 ところ  

視察研修項目 教育相談室・こどもサポートルーム「エスパル」について 

視察研修期日 令和７年１月３０日（木） 

視察研修先 大阪府岸和田市 

視察研修参加者 
黒田ところ／合同視察研修 市議会公明党（田口文数・糸魚川伸一）、市民ク

ラブ（櫛松直子・松﨑誠）、無会派（園原武嗣） 

視察研修目的 

新型コロナウイルスの感染流行により、学校休校や集団を避ける状況が続

いた中、全国的に不登校児童生徒が増加しているため、不登校対応につい

ての調査研究のため 

視察研修内容 

・不登校児童生徒の対応に、大阪府岸和田市がおこなっている、子どもサ

ポートルーム「エスパル」についての研修です。心理的・情緒的な理由で

登校できない、もしくは登校していない岸和田市内の小中学生を対象とし

ています。小集団での体験活動や、スポーツ、遊びの活動を通して、新た

な人間関係を築く中で、社会生活や学校生活に適応する力が身につくよう

に支援するとともに、子どもの個々の力に応じた学習活動に取り組み、社

会的な自立や学校への復帰を目指すとしています。 

・対象者・教育相談室での面談とその仕組み 

・保護者との関わり・在籍校との在り方 

・エスパル通級の内容・オンラインの活用 

視察研修の 

まとめ・所見 

学校とは別の子どもサポートルーム「エスパル」は、子ども達の状況に応

じて、小５から中３を対象とした「小集団活動」といわれる活動があり、

始めの会から終わりの会までの時間割の中、自主学習タイムや自主活動と

呼ばれるスポーツやゲーム、創作活動などで、子ども同士が関わりを持て

る時間がありました。他にも「個別対応」として、小１から中３までを対

象に、予約制で実施されているものもあり、それぞれに細かな対応をされ

ていました。その分対応する側の人員も必要で、人材確保にも尽力されて

いました。人材については、元教員だけでなく、大学生といった若者にも

関わってもらうことで、子どもたちが心を開く場面があるとも聞くことが

できました。また、本来の市立小中学校でも、不登校対策の教室を持って

いる学校もあるとのことでした。中津川市の場合もですが、様々な要因で

不登校になっている子どもたちには、対応も十人十色で、マンパワーの必

要性を強く感じました。 

その他 
一人会派ですが、今回のように他会派との合同研修で、より様々な視点で

研修することができました。 

 



 

会 派 視 察 研 修 報 告 書 

（ 会派 市民ネット ） 

 報告者 黒田 ところ  

視察研修項目 わかやまリノベーション事業について 

視察研修期日 令和７年１月３１日（金） 

視察研修先 和歌山県和歌山市 

視察研修参加者 
黒田ところ／合同視察研修 市議会公明党（田口文数・糸魚川伸一）、市民ク

ラブ（櫛松直子・松﨑誠）、無会派（園原武嗣） 

視察研修目的 

わかやまリノベーション事業という、和歌山市のまちづくりについて、そ

の仕組みと成功したポイントの研修 

視察研修内容 

和歌山県の県庁所在地でもある和歌山市も、人口減少、小学校統廃合、商

店街のシャッター街化などの問題を抱える中、まちづくりによる活性化を

目指した部分と現地視察をしました。 

１、 和歌山市の概要  

２、 背景（都市計画手法を用いた取組） 

３、 官民の遊休不動産等を活用したまちなか再生の取組 

４、 和歌山市駅前地区第一種市街地再開発事業 

５、 居心地が良く歩きたくなるまちなかの実現 

６、 波及効果 

７、 新たな展開 

視察研修の 

まとめ・所見 

和歌山市がまちづくりを進めるにあたって、立地適正化計画をたて、住宅

供給を誘導するエリア、緑を風致・景観を守るエリア、産業活力を維持活

用するエリアにしっかりと区分けしたことは、中津川市のリニアのまちづ

くりにも必要な大事なことだと思いました。また５大学を誘致し、約 2,200

人もの学生が町中に通学。その学校も教育、リハビリなど医療系といった

地元で役に立つ人材育成を目指した大学に特化していたのも印象的でし

た。さらに、リノベーションスクールを２０１３年以来１０回開催、２６

０名が受講、その中で、「補助金は麻薬」として最初から自立した事業展開

を目指すことをしっかり指導されて、卒業した人々が自立した事業展開が

できていることが素晴らしかったです。 

その他 
 

 


